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　ヒラメの漁獲量と種苗の回収率が近年、減少しています。減少要因について

は明らかになっていません。この現象は全国的に起こっていて、海況の変化が

その要因ではないかと疑われています。近年の水温が１．５～２℃ほど高めに

推移していて、黒潮の大蛇行との関連も言われています。

　神奈川県でのヒラメ種苗放流は例年７月に行われてきました。ヒラメ種苗は、

体長８cm くらいまで主にアミ類と一部はぜ類を餌としています。

　アミ類は水温２０℃前後と河川の河口域に多く分布しています。他県でのア

ミ類調査結果では発生時期が早い夏から春遅くに、水深もやや深めに変化して

います。

　このことから、令和７年度のヒラメ種苗放流はアミ類が発生している可能性

が高い６月を中心に種苗放流を行います。放流した種苗を採捕してアミ類を摂

餌しているかどうか消化管内容物を確認する調査を行います。さらに、放流後

１年目、２年目の漁獲物中の放流個体混入率や回収率を見ることで、放流効果

の検証を行っていく予定です。

(3)

アワビ トコブシも、 サザエは、
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ヒラメの漁獲尾数と尾数混入率

　貝類

加藤大棋（神奈川県水産技術センター）
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昨年、トコブシの放流効果を調べた場所へ今年も行ってきました。

昨年と同じポイントで、多くのトコブシ稚貝を確認することができま
した。また、親貝サイズの 50mm を超えるものや、放流サイズを下
回る 10mm 前後の個体も複数見られ、自然でも繁殖していることが
確認できました。

今回は、トコブシの確認だけでなく、稚貝と一緒に確認できた動物
や周囲に生えている海藻などの周辺環境も記録してきたので、今後の
放流場所の選定に役立てたいと思います。

今後も、地元の漁業者への聞き取りをしながら、各地区で調査して
いきたいと考えています。

5月25日(日)
葉山港で

ヒラメ放流

ヒラメ種苗

5月28日(水)
浦賀で

ヒラメとサザエ
の放流

浅い潮だまりの転石を裏返すと稚貝の姿が。

6月14日(土)
横浜ベイサイドで

ヒラメ放流

5月28日(水)
金田湾で

ヒラメ放流

6月9日(月)
江の島で

ヒラメ放流

6月8日(土)
長井で

ヒラメ放流

6月9日(月)
腰越で

ヒラメ放流

6月14日(土)
横浜ベイサイドで

ヒラメ放流
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編集後記

あいおいニッセイ同和損保

が地域への社会貢献の取り

組みの一環として運営され

ている「MS ＆ AD ゆにぞん

スマイルクラブ」からご寄付

いただき、　地域責任者で　

ある神奈川自動車営業部の

京野部長と事業担当者が

来所されて贈呈式を行いま

した。

かながわ漁協探訪　～小田原市漁業協同組合～

☆夏が旬の魚☆

　小田原といえばアジが有名
ですが、夏はソウダガツオも
多く水揚げされます。釣れた
て新鮮なカツオは刺身が美味
しいですが、それ以外にも焼
いたり煮たり、自家製カツオ
節にチャレンジするのも良い
かもしれません。

小田原市漁業協同組合は、昔から相模湾西部の漁業の中心地として栄えてきた小田原市にあり、現在でも定置網漁業が　
全国的に有名です。漁場が急深なため、多種多様な魚種が水揚げされます。組合が運営している定置網のほか、個人経営の
定置網や近隣漁場からも水揚げがあるため、買い付けに来る業者も数百人と多く、朝の魚市場はとても活気があります。

一方、所属する漁業者は高齢化が進み、組合員は減少の一途を辿っています。比例するように獲れる魚も減っていて、　　
最近では漁業よりも遊漁 ( 釣船 ) の方が多くなってきているようです。

アイゴを食べて海藻 (草 ) を守りましょう
皆さんアイゴをご存じですか。アイゴはカジメ・アラメ、ホンダワラ類の海藻やアマモを食べて磯焼け

を起こす魚です。磯焼けになると沿岸の魚介類の餌がなくなり、特にアワビの漁獲量が減少します。また、

アマモは魚やアオリイカなどの産卵場として、大きな魚などから隠れ場となって食害を防ぐだけでなく、

葉上のゴカイ類や小型の甲殻類が稚魚の餌となって、水産魚介類のゆりかごとなっています。

　アイゴは、九州や沖縄では市場に並ぶ食用魚ですが、関東では食べる習慣がありません。背中にある　

毒の棘に刺さると痛く、内臓や血液に臭みがあり、敬遠されています。しかし、上手に棘と内臓を新鮮　

なうちに除去し下処理をすることで、食用となります。

　現在、磯焼けのカジメ場やアマモを回復する努力が漁業者や市民団体で行われていますが、移植した　

葉体がアイゴに食べられてしまっています。これは、海の中にアイゴの数が多数いて、カジメやアマモの

成長と回復を阻んでいるからです。

　アイゴを減らすためには人が食べて、数を減らすことが一番の方策です。食べることによって魚価があ

がり、漁業者がアイゴを漁獲して、流通、加工、冷凍保存、消費者の流れを作ればアイゴが海の中から減っ

て海藻草が増えることが期待されます。神奈川でこの流れを作りませんか。

あいおいニッセイ同和損保から寄付金

　　　　　　　　　　寄付型自販機も設置店拡大中　　　　　　　　　　寄付型自販機も設置店拡大中

◇官民一体の藻場再生◇

魚が減っている原因のひとつに磯焼けがあると考え、
水産庁が行っている「水産多面的機能発揮対策」から　
支援を受けて、市や地元のダイバー等と共同で「小田原
藻場再生活動組織」を立ち上げ、様々な活動を行ってい
ます。5 ヵ年計画の 3 年目が終わった段階で、藻場再生
の可能性が見えはじめてきているようです。

魚が減っている現状をただ悲観するので　　　　　　　　
はなく、意欲的に対策に取組んでいます。

小田原藻場再生活動組織 HP →

❖港の朝市❖
　会場︓
　漁港の駅 TOTOCO 小田原
　（小田原市早川 1 番地 28）

　毎月第 2 土曜日
　鮮魚販売︓午前 9 時 ~
　鮮魚以外︓午前 8 時頃～ 10 時頃

◎ 小田原みなとまつり　2025 年 8月 3 日 ( 日 ) 開催 ◎

　「海と人とのふれあいの場」をテーマに、小田原漁港で毎年行われているイベント。朝どれ地魚の即売
や干物づくり体験、漁船での釣り体験、さわる水族館など、催し物が盛りだくさんで、毎年多くの来場
者が訪れています。入場無料（参加イベントによって有料）。毎年 8 月第一日曜日に開催。
　問合せ先︓小田原市 水産海浜課 水産振興係 TEL0465-22-9227

魚市場で取引されていた
小田原を代表する魚 ・ アジ

現在、寄付型自動販売機

をサントリービバレッジ、

キリンビバレッジ、

ダイドードリンコの 3 社に

設置いただいています。

県内 33 ヵ所に設置されて

おり、利用者が 1 本買うご

とに売り上げの一部を寄付

いただいています。

新たな設置場所も随時募

集中です。

（TEL：046-882-6980）京野部長と当協会専務理事

2017 年から続いていた黒潮大蛇行が終息の兆

しを見せている、と気象庁から発表されました。

漁業において、温かい海水を運んでくる黒潮

の動きは目が離せないことと思います。磯焼

けはどうなるのか、赤潮発生率は下がるのか、

台風は、、、と気になることが沢山でてきます。

梅雨と同時に猛暑がやってきて、この夏も暑く

なりそうです。海の中でも上でも、暑さは容赦

なくやってくるでしょう。

どうか皆さん無理なく事故

なく、過ごされますように。

そして半年後、黒潮が

どうなっているのか、海中

に目を凝らしていようと思います。に目を凝らしていようと思います。


